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長野市 38 塩尻市 167 岡谷市 23
飯山市 9 松本市 220 諏訪市（郡） 31
その他 17 大町市 15 駒ケ根市 4
計 64 北安曇郡 19 茅野市 25
南安曇郡 77 伊那市 13
東筑摩郡 57 上伊那郡 32
木曽郡 73 飯田市 38














































































































S．57 S．58 S．59 S．60 S．61 計 平均
1　月 19 14 7 5 9 54 10．8
2　月 22 16 10 6 22 76 15．2
3　月 28 30 16 11 20 105 21．0
4　月 16 21 13 14 14 78 15．6
5　月 14 10 22 19 22 87 17．4
6　月 21 33 16 12 20 102 20．4
7　月 14 17 10 16 15 72 14．4
8　月 16 24 12 18 11 81 16．2
9　月 28 11 19 12 12 82 16．4
10　月 21 19 30 31 13 114 22．8
11　月 12 10 13 14 9 58 11．6
12　月 10 8 5 8 14 45 9．0
計 221 213 173 166 181 954 190．8
単位：人
表3：不正咬合の種類別分布




































































































年　　　　　　齢 ～5 6～8 9～11 12～14 15～ 計
上　　顎　　前　　突 0 7 16 5 2 30
下　　顎　　前　　突 1 41 47 7 21 117
両　　顎　　前　　突 0 1 3 2 2 8
前　　歯　　叢　　生 0 14 47 17 19 97
犬　　歯　　低　　唇 0 0 3 4 0 7
開　　　　　　　　　咬 0 4 3 3 2 12
交　　叉　　咬　　合 0 0 0 1 0 1
過　　蓋　　咬　　合 0 1 5 5 0 11
空　　隙　　歯　　列 0 0 0 0 0 0
唇　　顎　　口　　裂 0 5 8 4 4 21
そ　　　　の　　　　他 0 10 10 1 8 29
計 1 83 142 49 58 333
単位：人
表5：不正咬合の年齢別分布（女子）
年　　　　　　齢 ～5 6～8 9～11 12～14 15～ 計
上　　顎　　前　　突 0 8 35 12 17 72
下　　顎　　前　　突 2 57 75 27 42 203
両　　顎　　前　　突 0 3 11 3 5 22
前　　歯　　叢　　生 3 14 83 36 35 171
犬　　歯　　低　　唇 0 0 13 0 2 15
開　　　　　　　　　咬 1 6 9 12 13 41
交　　叉　　咬　　合 0 2 2 0 1 5
過　　蓋　　咬　　合 0 2 5 2 2 11
空　　隙　　歯　　列 0 0 3 1 2 6
唇　　顎　　口　　裂 3 9 12 8 2 34
そ　　　　の　　　　他 0 4 17 11 9 41
計 9 105 265 112 130 621
単位：人
松本歯学　15（3）1989
きく影響されて来院患者が増加していると考えら
れる．
3．不正咬合の種類別・年齢別分布について
　第一報，第二報と同様，今回においても下顎前
突が最も高率を示していた．そして，男女を問わ
315
ず，前回の第二報と比較して前歯叢生の実患者数
及びその占める割合が著しく増加していた．また，
上顎前突の実患老数は増加を示してはいるが，全
体に占める割合は経年的に低下していた．
　男女比においては，他の多くの報告3～8）と類似し
50
40
30
20
10
0
上
墾
目ll
突
下
墾
則
突
両
墾
B｜J
突
目lj
歯
叢
生
犬
歯
低
唇
開
咬
交
叉
咬
合
過
蓋
咬
合
図一5圏6－8図9－U膠・2－・4rw・5一
図3：不正咬合の年齢別分布（男子）
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図4：不正咬合の年齢別分布（女子）
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316 西本他：松本歯科大学病院矯正科来院患老の実態調査その3
た傾向を示し，今回も前回と同様に男女比は約
1：2を示していた．
　年齢別分布でも，前回とほぼ同様な結：果が認め
られ，男女とも小学校高学年の患者が最も多く，
15歳以降で再び増加現象が示された．
結 論
　今回，著者らは第三報として，第一報，第二報
に引続き昭和57年1月～昭和61年12月までの5年
間の当科来院患者の実態調査を行い，次の結果を
得た．
　1．本学矯正科開設後11～15年目における来院
患者総数は954名で男子333名，女子621名，男女比
約1：2を示した．
　2．今回の地域別分布においても，距離的，時
間的に有利な地域からの患者がより多かった．
　3．年度別来院患者数は，全体として増加傾向
を認めるものの，大きな変化はなく，今後もほぼ
横這いの状態が続くのではないかと推測された．
　4．月別平均来院患者数では，10月，3月，6
月の順に多くみられた．
　5．不正咬合の種類別分布においては，前歯叢
生症例が男女ともさらに増加傾向を示した．
　6．年齢別では，小学校高学年の9～11歳にお
いて来院患者総数の4割以上を占めるなど，著し
い増加傾向を示した．
　7．今回においても，各年齢層いずれも男子よ
り女子の来院患者数が多かった．また，男女とも
12～14歳で患者数が減少し，15歳以上の年齢で再
び増加を示していた．
　8．上顎前突，下顎前突，前歯叢生の何れにお
いても男女とも小学校高学年の9～11歳で患者数
が最も多くなっていた．また，下顎前突は男女と
もに，前歯叢生は男子において15歳以上の年齢で
再び増加傾向を示していた．
　稿を終わるに臨み，終始御指導を賜った出口敏
雄教授に心から感謝の意を表します．
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